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生
誕
之
地
の
碑
は
、
昭
和
通

り
か
ら
紳
士
服
店
「
フ
タ
タ
」

の
裏
の
小
路
を
北
に
進
ん
だ
所

の
「
し
お
や
」
の
玄
関
脇
に
あ

る
。
高
さ
約
一・
五
㌢
、
幅
約

二
十
㌢
、
厚
さ
約
十
五
㍍
の
御

影
石
製
。
正
面
に
「
廣
田
弘
毅

先
生
生
誕
之
地
」、
右
側
面
に

「
生
誕
百
年
・
三
十
回
忌
記
念

・
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
建

之
」、
左
側
面
に
「
出
光
左
三

書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

出
光
佐
三
氏
（
明
治
十
八
年

八
月
二
十
二
日
─
昭
和
五
十
六

年
三
月
七
日
）
は
、
出
光
興
産

の
創
業
者
。
進
藤
先
生
の
強
力

な
支
援
者
だ
っ
た
。

　

廣
田
先
生
は
明
治
十
一
年
二

月
十
四
日
、
徳
平
、
タ
ケ
夫
婦

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
徳

平
は
、
石
工
で
、
ひ
と
月
に
三

十
五
日
分
も
働
く
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
の
働
き
者
だ
っ
た
。

　

廣
田
先
生
は
幼
名
を
丈
太
郎

と
い
っ
た
。
家
庭
は
裕
福
で
は

な
く
、
幼
少
の
こ
ろ
の
廣
田
先

生
は
、
学
用
品
を
買
う
た
め
に

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
。
か

ま
ど
の
た
き
付
け
用
の
枯
れ
マ

ツ
バ
を
集
め
て
は
売
り
歩
い
た

と
い
う
。

　

日
ご
ろ
の
生
誕
之
地
の
碑
で

は
、
郷
土
史
研
究
グ
ル
ー
プ
が

訪
れ
て
引
率
講
師
の
解
説
を
聴

い
た
り
、
個
人
で
訪
れ
て
見
学

す
る
人
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

　
「
し
お
や
」
の
お
客
に
も
、

碑
の
由
来
を
知
っ
て
廣
田
先
生
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２
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の
フ
ァ
ン
に
な
る
人
が
い
る
。

「
店
に
来
る
と
、
お
酒
の
最
初

の
一
杯
を
碑
石
に
か
け
る
お
客

さ
ん
が
い
ま
す
」と
松
尾
さ
ん
。

廣
田
先
生
の
「
風
車　

風
の
吹

く
迄　

昼
寝
哉
」
の
色
紙
を
持

っ
て
き
て
く
れ
た
お
客
も
い
る
。

　
「
私
も
、
人
に
尋
ね
ら
れ
た

と
き
説
明
で
き
る
よ
う
に
城
山

三
郎
の
『
落
日
燃
ゆ
』
を
読
ん

だ
り
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
」

と
松
尾
さ
ん
は
い
う
。

　

松
尾
さ
ん
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
の
年
、
昭
和
四
十
八
年
に

店
を
開
い
た
。天
神
と
は
い
え
、

周
囲
に
は
ま
だ
畠
が
あ
っ
た
。

天
神
横
町
と
い
う
飲
食
店
街
が

あ
り
、
そ
こ
ま
で
人
通
り
は
多

か
っ
た
が
、松
尾
さ
ん
の
店
は
、

そ
の
少
し
先
だ
っ
た
。
店
を
開

い
て
五
年
目
の
昭
和
五
十
三
年

の
あ
る
日
、
進
藤
先
生
の
使
い

の
人
が
訪
れ
「
店
の
前
に
碑
を

建
て
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
依
頼

し
た
。
ち
ょ
う
ど
ク
ー
ラ
ー
の

大
き
な
冷
却
器
が
据
わ
っ
て
い

て
ス
ペ
ー
ス
が
な
か
っ
た
の
で

断
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
ク
ー

ラ
ー
を
新
し
く
し
た
の
で
ス
ペ

ー
ス
が
で
き
た
。
松
尾
さ
ん
は

「
碑
を
建
て
て
い
た
だ
い
て
結

構
で
す
」
と
進
藤
先
生
の
も
と

に
連
絡
し
た
。
碑
は
こ
う
し
て

建
立
さ
れ
た
。

　

建
立
に
際
し
て
は
、
松
尾
さ

ん
も
金
二
万
円
を
協
賛
し
た
。

　

碑
建
立
か
ら
三
十
年
。
時
は

流
れ
た
。「
係
長
で
来
て
い
た

お
客
さ
ん
が
、
課
長
に
な
り
部

長
に
な
り
で
す
か
ら
ね
。
そ
の

半
面
、
会
社
で
相
当
な
地
位
の

人
に
も
吉
田
茂
を
知
ら
な
い
人

が
い
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
」

と
松
尾
さ
ん
は
残
念
そ
う
。

　
「
し
お
や
」
は
「
ど
じ
ょ
う

汁
」
が
自
慢
の
店
。
店
に
特
徴

を
出
す
た
め
、
よ
そ
に
な
い
料

理
を
と
考
え
て
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
た
。
の
れ
ん
に
は
「
ど
ぜ
う

汁
」
と
染
め
抜
い
て
あ
る
。
福

岡
で
ど
じ
ょ
う
汁
を
出
す
店
は

こ
こ
だ
け
の
よ
う
だ
。
か
つ
て

店
の
前
の
ビ
ル
に
参
議
院
議
員

の
故
柳
田
桃
太
郎
先
生
の
事
務

所
が
あ
っ
た
こ
ろ
、
柳
田
先
生

が
ど
じ
ょ
う
汁
で
晩
ご
飯
を
食

べ
に
よ
く
来
て
い
た
そ
う
だ
。

　
「
郷
土
史
研
究
グ
ル
ー
プ
が

熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い
る
の

を
横
で
聴
い
て
い
る
と
楽
し
い

で
す
よ
」。
松
尾
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
も
「
し
お
や
」
と
と
も

に
廣
田
先
生
の
遺
徳
を
伝
承
し

続
け
て
く
れ
る
。

碑石守って30年
﹁廣田弘毅先生生誕之地﹂

敷地提供した松尾敏朗さん

「
廣
田
弘
毅
先
生
生
誕
之
地
」の
碑
と
松
尾
さ
ん
。「
建

立
か
ら
三
十
年
に
な
り
ま
す
か
ね
」
と
感
慨
深
げ

来
店
客
も
関
心
示
す

廣
田
先
生
の
色
紙
と
松
尾
さ
ん

　

福
岡
市
中
央
区
天
神
三
丁
目
16
─
10
（
旧
、
鍛
冶
町
）
の
「
廣

田
弘
毅
先
生
生
誕
之
地
」
の
碑
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
、
元

福
岡
市
長
で
玄
洋
社
記
念
館
の
創
設
者
、
進
藤
一
馬
先
生
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
。
今
年
、
建
立
三
十
周
年
を
迎
え
る
。
碑
に
敷
地

の
一
角
を
提
供
し
て
い
る
飲
食
店
「
し
お
や
」
の
経
営
者
、
松
尾

敏
朗
さ
ん
（
70
）
は
建
立
の
時
を
懐
か
し
み
、
世
相
の
変
遷
を
振

り
返
る
。（
３
面
に
関
連
記
事
）
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進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

▶４◀

　

進
藤
喜
平
太
翁
追
懐
記　

吉
田　
　

庾

　

福
岡
が
生
ん
だ
憂
国
の
政
治

家
、
中
野
正
剛
先
生
の
遺
徳
を

顕
彰
す
る
「
中
野
正
剛
先
生
顕

彰
祭
」
が
、「
中
野
正
剛
先
生

顕
彰
会
」（
吉
村
剛
太
郎
理
事

長
＝
自
民
党
参
議
院
議
員
）
の

主
催
で
昨
年
十
月
二
十
七
日
、

福
岡
市
中
央
区
今
川
一
丁
目
、

鳥
飼
神
社
境
内
の
中
野
先
生
銅

像
前
で
行
わ
れ
た
。

　

中
野
先
生
は
、
東
條
英
機
首

相
を
批
判
し
て
憲
兵
隊
に
逮
捕

さ
れ
、
釈
放
直
後
の
昭
和
十
八

年
十
月
二
十
七
日
、自
決
し
た
。

　

毎
年
、
顕
彰
祭
は
祥
月
命
日

に
近
い
土
曜
日
に
行
わ
れ
て
い

た
が
、
昨
年
は
ち
ょ
う
ど
祥
月

命
日
に
土
曜
日
が
重
な
る
意
義

深
い
顕
彰
祭
に
な
り
、
参
列
者

も
七
十
人
を
超
え
た
。

　

山
内
勝
二
郎
宮
司
を
司
祭
に

神
事
が
あ
り
、
筑
前
琵
琶
日
本

旭
会
総
師
範
中
村
旭
園
さ
ん
が

「
中
野
正
剛
」
を
献
奏
、
清
興

で
は
北
園
義
有
さ
ん
が
剣
舞
を

奉
納
し
た
。

　

吉
村
理
事
長
は
、
参
列
者
へ

の
挨
拶
で
「
中
野
先
生
は
母
校

早
稲
田
大
学
で
『
天
下
一
人
を

以
て
興
る
』
と
題
し
て
講
演
を

し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
私
た
ち

も
一
人
ひ
と
り
が
国
を
つ
く
る

と
い
う
気
概
を
持
と
う
」
と
述

べ
た
。

　

参
集
殿
で
直
会（
な
お
ら
い
）

に
移
っ
た
。
参
加
者
は
中
野
先

生
の
国
を
思
う
情
熱
な
ど
を
語

り
合
い
、
後
世
へ
の
継
承
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

玄
洋
社
関
係
の
調
査
を
し
て

い
る
茨
城
大
学
教
育
学
部
の
向

野
康
江
准
教
授
が
紹
介
さ
れ

「
皆
さ
ん
の
協
力
を
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

玄
洋
社
墓
地
の
あ
る
福
岡
市

博
多
区
千
代
四
丁
目
の
崇
福
寺

で
昨
年
十
月
七
日
「
頭
山
満
翁

並
び
に
玄
洋
社
物
故
者
墓
前

祭
」
が
行
わ
れ
た
。

　

主
催
は
財
団
法
人
明
道
会

（
山
崎
拓
理
事
長
＝
自
民
党
前

副
総
裁
）。

　

会
場
の
本
堂
祭
壇
に
は
頭
山

翁
の
座
像
が
据
え
ら
れ
、
厳
粛

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

た
。
読
経
が
流
れ
る
中
で
参
列

者
は
焼
香
し
、
頭
山
翁
は
じ
め

玄
洋
社
諸
先
覚
を
慰
霊
し
た
。

　

山
崎
理
事
長
は
「
玄
洋
社
は

郷
土
福
岡
の
精
神
文
化
の
原
点

と
考
え
る
。
現
代
の
ア
ジ
ア
ゲ

ー
ト
ウ
エ
ー
構
想
で
は
福
岡
は

重
要
な
位
置
に
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
は
一
つ
の
玄
洋
社
精
神

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
き

た
」
と
挨
拶
し
た
。

　

ま
た
、
社
団
法
人
玄
洋
社
記

念
館
の
吉
村
剛
太
郎
理
事
長
は

「
改
革
の
時
代
を
迎
え
て
郷
土
・

福
岡
も
新
た
な
展
開
を
見
せ
る

だ
ろ
う
。
根
底
を
な
す
の
は
玄

洋
社
精
神
で
は
な
か
ろ
う
か
」

と
述
べ
た
。

　

直
会
で
明
道
会
か
ら
、
戦
犯

の
罪
に
問
わ
れ
文
民
で
た
だ
一

人
処
刑
さ
れ
た
福
岡
市
出
身
の

総
理
大
臣
、廣
田
弘
毅
先
生（
玄

洋
社
員
）
関
係
の
史
料
に
つ
い

て
解
説
が
あ
り
「
後
世
に
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
」
が
訴
え
ら

れ
た
。

秋季恒例の先覚慰霊・顕彰祭

多数の参加で滞りなく斎行
偉業の継承を誓う

　

中
野
正
剛
先
生

　

顕
彰
祭

　

玄
洋
社
ゆ
か
り
の
諸
先
覚
を
慰
霊
・
顕
彰
す
る
秋
季
恒
例

の
三
行
事
が
今
年
も
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
た
。「
先
憂
後
楽
」

「
殺
身
成
仁
」。
参
列
者
は
、
私
を
捨
て
、
國
の
た
め
に
行
動

し
た
郷
土
の
先
覚
の
偉
業
を
風
化
さ
せ
ず
、
末
永
く
後
世
に

伝
え
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

頭
山
満
翁
並
び
に

　

玄
洋
社
物
故
者
墓
前
祭

中野先生の銅像前で行われた神事

厳
粛
に
行
わ
れ
た
墓
前
祭

（
玄
洋
社
第
七
代
社
長
）

　

福
岡
の
有
志
者
如
何
で
人
後
に
落
ち
ん
や
。
常
に
文
武
を

励
み
壮
年
の
統
率
者
と
し
て
、
又
熱
烈
の
士
と
し
て
名
あ
り

し
通
町
（
と
お
り
ち
ょ
う
）
生
れ
の
武
部
小
四
郎
は
矯
志
社

と
言
う
を
、
鳥
飼
の
箱
田
六
輔
は
堅
志
社
と
言
う
を
創
立
し

各
社
共
に
国
事
を
論
じ
た
る
が
、
明
治
十
年
に
到
り
小
異
を

捨
て
三
社
合
同
し
て
十
一
學
舎
と
呼
び
以
て
四
方
に
臨
ま
ん

と
せ
り
。

　

時
恰
も
下
野
せ
し
西
郷
南
洲
が
止
む
な
き
軍
を
起
す
や
、

同
情
の
念
迸
ば
し
り
待
た
れ
し
機
は
至
れ
り
と
即
應
す
べ

く
、
三
月
廿
八
日
福
岡
陸
軍
兵
営
を
襲
撃
し
以
て
熊
本
に
進

ま
ん
方
針
も
策
全
く
破
れ
て
、
轉
戦
数
日
之
れ
を
支
え
し
も

終
に
各
々
捕
縛
の
運
命
を
余
儀
な
く
さ
る
ゝ
に
到
れ
り
。
之

れ
即
ち
福
岡
事
変
と
称
せ
ら
れ
し
も
の
に
て
、
此
事
変
の
大

隊
長
は
越
智
、
副
官
久
光
忍
太
郎
、
大
隊
長
武
部
、
副
官
舌

間
慎
吾
、
小
隊
長
久
世
芳
麿
、
同
大
畠
太
七
郎
、
同
加
藤
堅

武
、
同
村
上
彦
十
、
輜
重
部
大
野
卯
太
郎
、
内
田
良
五
郎
、

使
者
八
木
和
一
の
幾
百
名
に
て
、
各
々
罪
の
軽
重
を
問
わ

れ
、
五
月
一
日
、
久
光
、
加
藤
、
越
智
、
武
部
の
諸
士
は
福

岡
桝
小
屋
の
刑
場
に
送
ら
れ
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
た
り
。
越
智

二
十
六
才
に
て
、
武
部
は
三
十
一
才
な
り
し
と
言
う
。

　

斯
く
の
如
く
熱
烈
国
家
を
患
い
し
武
部
、
越
智
の
首
領
を

失
い
寂
然
と
し
て
青
壯
年
も
殆
ど
期
す
る
處
な
き
の
感
あ
り

し
が
、
兼
ね
て
よ
り
計
画
を
抱
き
し
箱
田
六
輔
、
頭
山
満
、

進
藤
喜
平
太
の
有
志
は
、
武
部
、
越
智
の
烈
士
の
遺
志
を
重

ん
じ
、
ま
た
青
壯
年
の
為
め
に
質
実
剛
健
の
気
風
を
鼓
舞
す

る
に
勤
め
し
が
、
既
に
長
州
の
前
原
一
誠
が
事
を
挙
げ
ん
と

す
る
に
應
ず
可
く
手
筈
を
打
合
せ
中
、
天
幸
運
を
與
え
ず
官

憲
の
嚴
捜
に
遭
い
て
逮
捕
さ
れ
十
年
二
月
福
岡
よ
り
山
口
の



獄
に
移
さ
れ
た
り
。

　

さ
れ
ど
人
情
を
解
し
た
り
と
言
わ
る
ゝ
関
口
懸
令
の
措
置

を
受
け
、
偶
々
同
志
松
浦
愚
の
死
去
に
よ
り
、
箱
田
は
今
回

の
首
謀
者
は
松
浦
と
自
分
な
り
と
自
首
せ
し
よ
り
、
箱
田
を

除
き
頭
山
、
進
藤
、
奈
良
原
至
、
宮
川
太
一
郎
、
高
田
芳
太

郎
、
阿
部
武
三
郎
、
林
斧
介
、
大
倉
周
之
助
等
の
諸
士
廿
七

名
は
十
年
九
月
釋
放
さ
れ
る
に
至
れ
り
。

　

而
し
て
出
獄
後
頭
山
、
進
藤
、
及
び
平
岡
の
諸
士
は
、
約

一
ヶ
月
間
に
わ
た
る
天
下
の
形
勢
を
見
て
、
悠
々
た
る
べ
か

ら
ず
と
案
じ
、
明
治
十
年
十
一
月
迎
濱
（
む
か
え
ば
ま
）
則

ち
向
浜
（
む
こ
う
ば
ま
）
塾
と
言
う
に
開
墾
社
を
設
け
、
晴

耕
雨
讀
に
勉
め
た
り
。
重
な
る
社
員
中
に
は
藤
島
一
造
、
月

成
勲
、
来
島
恒
喜
、
大
原
義
剛
等
あ
り
。

　

然
れ
ど
も
經
済
上
自
由
を
欠
き
て
閉
鎖
し
、
終
に
平
尾
山

下
の
學
塾
に
よ
り
一
同
起
居
し
て
相
変
ら
ず
晴
耕
雨
讀
を
捨

て
ず
、
各
々
数
名
の
講
師
を
聘
し
て
士
気
を
鼓
舞
せ
り
。

　

武
部
、
越
智
、
頭
山
、
進
藤
、
奈
良
原
等
の
諸
士
は
、
大

抵
元
那
珂
郡
人
参
畠
女
儒
に
し
て
女
傑
な
り
と
呼
ば
る
高
場

乱
（
お
さ
む
）
先
生
の
興
志
塾
の
門
下
生
に
て
、
十
年
西
南

役
の
際
武
部
、
越
智
等
逮
捕
さ
れ
し
時
渡
邊
懸
令
は
乱
（
お

さ
む
）
女
史
も
必
ず
関
聯
あ
ら
ん
と
の
嫌
疑
を
以
て
女
史
を

逮
捕
し
た
る
が
、
女
史
は
何
も
知
ら
ぬ
と
の
み
抗
言
し
続
け

た
り
。

　

掛
り
役
人
は
、
其
方
は
多
数
子
弟
を
養
成
し
其
門
下
生
中

叛
乱
の
徒
を
出
し
た
る
は
不
取
締
り
の
役
、
其
罪
死
刑
に
相

當
す
、
と
叱
責
し
が
、
女
史
は
冷
然
拙
者
の
門
下
よ
り
乱
徒

を
出
し
た
る
が
故
に
死
刑
に
相
當
す
と
言
は
ゞ
其
處
刑
に
服

さ
ん
が
、
御
尋
ね
し
度
き
儀
は
、
懸
令
の
治
下
に
乱
徒
を
出

し
た
る
は
懸
令
が
日
頃
懸
民
に
對
し
不
行
届
の
段
は
正
に
其

罪
自
分
と
同
様
な
り
。
故
に
處
刑
を
甘
受
し
て
此
白
髪
首
と

懸
令
の
首
と
共
に
梟
首
し
て
、
陛
下
に
其
罪
を
御
詫
び
申
す

可
し
、
と
言
い
放
っ
た
。
其
聲
法
廷
を
圧
し
判
事
は
二
の
句

を
つ
げ
ず
后
遂
に
無
罪
放
免
し
た
と
言
う
。

　

明
治
廿
四
年
三
月
、
女
史
は
病
歿
さ
れ
た
が
女
傑
の
評
あ

る
も
亦
宜
な
る
哉
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）
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新
し
い
年
、平
成
二
十
年
は
、

玄
洋
社
記
念
館
が
創
設
三
十
周

年
を
迎
え
る
。
ま
た
、
福
岡
県

が
生
ん
だ
唯
一
人
の
総
理
大
臣

廣
田
弘
毅
先
生
お
よ
び
玄
洋
社

記
念
館
物
故
歴
代
理
事
長
の
忌

祭
も
節
目
の
年
に
当
た
る
。

れ
ざ
る
一
面
が
う
か
が
え
る
場

面
を
紹
介
し
た
。

　

中
老
の
家
格
だ
が
無
役
だ
っ

た
司
書
公
を
、
主
君
の
黒
田
長

溥
公
が
家
老
に
取
り
立
て
よ
う

と
し
た
が
、
現
職
家
老
た
ち
は

「
大
酒
飲
み
」
な
ど
と
理
由
を

つ
け
て
な
か
な
か
認
め
な
か
っ

た
。
司
書
公
が
切
れ
者
だ
っ
た

た
め
に
敬
遠
さ
れ
た
ら
し
い
。

焼香する参列者たち

　

司
書
公
の
肖
像
画
が
掲
げ
ら

れ
た
本
堂
で
、
嘉
納
浩
一
住
職

を
導
師
に
法
要
が
行
わ
れ
た
。

　

日
本
旭
会
会
長
、
中
村
旭
園

師
の
筑
前
琵
琶
献
奏
の
ほ
か
尺

八
献
笛
、
吟
詠
で
司
書
公
の
遺

徳
を
讃
え
た
。

　

筑
前
維
新
史
研
究
会
、
力
武

豊
隆
会
長
が
講
演
し
、
史
料
の

中
か
ら
司
書
公
の
人
生
の
知
ら

　

乙
丑
の
獄
で
刑
死
し
た
福
岡

藩
の
勤
皇
派
家
老
、
加
藤
司
書

公
と
同
藩
勤
皇
党
烈
士
の
追
悼

会
が
昨
年
十
月
二
十
五
日
、
司

書
公
の
菩
提
寺
、
福
岡
市
博
多

区
御
供
所
町
の
節
信
院
で
行
わ

れ
、
約
八
十
人
が
参
列
し
た
。

　

玄
洋
社
記
念
館
は
昭
和
五
十

三
年
十
一
月
十
六
日
、
初
代
理

事
長
・
館
長
の
故
、
進
藤
一
馬

先
生
（
元
衆
議
院
議
員
、
福
岡

市
長
）に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。

　

進
藤
先
生
が
記
念
館
を
創
設

し
た
目
的
は
、
諸
先
覚
の
遺
徳

今
年
、
節
目
迎
え
る

記
念
館
と
先
覚
、
物
故
理
事
長

は
感
動
の
面
持
ち
だ
っ

た
。
筑
前
琵
琶
日
本
旭

会
会
長
、
中
村
旭
園
さ

ん
の
演
奏
や
、
日
本
舞

踊
も
あ
り
、
大
会
に
彩

り
を
添
え
た
。

　

長
岡
さ
ん
は
、
毎
年

五
月
に
開
催
さ
れ
る

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰

祭
」
で
、
第
十
三
代
宗

家
、
故
蒲
池
鎮
浪
師
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
し

ば
し
ば
演
武
を
奉
納
し

て
い
る
。

　

筑
前
黒
田

藩
に
伝
え
ら

れ
た
兵
法

「
柳
生
新
影

流
」
を
継
承

す
る
第
十
四

代
宗
家
長
岡

鎮
廣
さ
ん

  （
57
）
が
、

昨
年
十
月
六

日
、
福
岡
市

の
継
承
と
玄
洋
社
の
正
し
い
姿

を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
だ
っ

た
。
所
蔵
資
料
は
頭
山
満
、
進

藤
喜
平
太
は
じ
め
玄
洋
社
先
覚

の
書
、
条
幅
、
写
真
な
ど
三
千

点
を
超
え
る
。
全
国
に
お
よ
ぶ

賛
助
会
員
の
理
解
と
協
力
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

廣
田
弘
毅
先
生
（
玄
洋
社
社

員
）
は
明
治
十
一
年
二
月
十
四

日
の
生
ま
れ
。
極
東
軍
事
裁
判

で
死
刑
判
決
を
受
け
、
執
行
さ

れ
た
の
が
昭
和
二
十
三
年
十
二

月
二
十
三
日
だ
っ
た
。

　

生
誕
百
三
十
年
、
没
後
六
十

年
に
当
た
る
。

　

歴
代
理
事
長
で
は
、
進
藤
一

馬
先
生
（
平
成
四
年
十
一
月
二

十
八
日
逝
去
）
が
十
七
回
忌
、

第
二
代
理
事
長
の
妹
尾
憲
介
先

生（
同
八
年
十
月
十
六
日
逝
去
）

が
十
三
回
忌
、
第
三
代
理
事
長

の
久
保
田
秀
己
先
生
（
同
十
八

年
九
月
五
日
逝
去
）
が
三
回
忌

を
迎
え
る
。

　

加
藤
司
書
公
並
び
に

　

勤
皇
党
諸
烈
士
追
悼
会

創設30周年を迎える玄洋社記念館の展示室。
所蔵資料は３千点を超え、郷土史愛好家や大
学の研究者らの来訪も多い

中
央
区
大
濠
一
丁
目
の
福
岡
武

道
館
で
宗
家
継
承
十
周
年
記
念

の
演
武
大
会
を
開
い
た
。

　

長
岡
さ
ん
は
、
真
剣
を
使
っ

た
巻
き
わ
ら
切
り
や
活
人
剣
模

範
演
武
を
披
露
し
た
。

　

小
野
派
一
刀
流
剣
術
、
薩
摩

に
伝
わ
る
自
顕
流
な
ど
も
そ
れ

ぞ
れ
の
伝
承
者
が
駆
け
つ
け
て

披
露
し
、
さ
な
が
ら
〝
古
武
術

の
祭
典
〟
の
よ
う
で
、
来
場
者

宗家継承10周年

長岡さんが記念演武会

模
範
演
武
を
す
る
長
岡
さ
ん
㊧
と

母
里
忠
一
師
範
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アシシュ・ナンディさん来館

玄
洋
社
の
活
動
に
感
銘

　
　
　
　

茂
丸
の
曾
孫　

満
丸
さ
ん
が
案
内

軍
の
航
空
機
整
備
将
校
。戦
後
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
関
係
の
事
業
を

お
こ
す
。
知
人
の
依
頼
で
イ
ン

ド
の
留
学
生
の
世
話
を
し
、
そ

の
縁
で
イ
ン
ド
に
招
か
れ
る
。

数
度
、
イ
ン
ド
を
訪
れ
る
う
ち

に
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七

年
）
の
大
干
ば
つ
に
よ
る
農
村

の
惨
状
に
出
合
う
。

　

龍
丸
は
イ
ン
ド
の
緑
化
事
業

に
取
り
組
む
。
私
財
を
な
げ
う

っ
て
砂
漠
に
も
育
つ
ユ
ー
カ
リ

の
植
樹
を
実
行
し
成
功
。
イ
ン

ド
の
人
々
か
ら
は「
緑
の
父（
グ

リ
ー
ン
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
）」
と

慕
わ
れ
て
い
る
。

　

ナ
ン
デ
ィ
さ
ん
は
夫
人
の
ウ

マ
・
ア
シ
シ
ュ
・
ナ
ン
デ
ィ
さ

ん
（
70
）、
甥
の
米
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
教
授
、
モ
ー
ハ
ン

・
ト
リ
ベ
リ
さ
ん
（
54
）
を
同

行
し
て
来
館
し
た
。
案
内
し
た

の
は
龍
丸
の
長
男
の
九
州
産
業

大
学
付
属
九
州
産
業
高
校
教

諭
、
杉
山
満
丸
さ
ん
（
51
）=

筑
紫
野
市
武
藏
。

　

展
示
室
に
入
っ
た
ナ
ン
デ
ィ

さ
ん
ら
は
、特
に
龍
丸
の
祖
父
、

杉
山
茂
丸
翁
や
、
頭
山
翁
と
写

っ
た
イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
、

ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
、
イ

ン
ド
の
詩
聖
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ

ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
の
写
真
に
長

時
間
見
入
っ
て
い
た
。

　

玄
洋
社
は
、
イ
ン
ド
総
督
爆

殺
未
遂
事
件
で
日
本
に
逃
亡

し
、
国
外
退
去
命
令
で
官
憲
に

追
わ
れ
る
ボ
ー
ス
を
杉
山
茂
丸

が
提
供
し
た
逃
走
用
の
外
車
で

救
出
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て

い
る
。

　

見
学
を
終
え
た
ナ
ン
デ
ィ
さ

ん
は
「
玄
洋
社
の
名
は
知
ら
な

か
っ
た
が
、
日
本
で
ボ
ー
ス
を

支
援
し
た
グ
ル
ー
プ
が
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
だ

け
で
な
く
中
国
、
台
湾
を
支
援

し
た
玄
洋
社
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
興
味
深
か
っ
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
知
り
合
い
を
連

れ
て
来
た
い
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
た
。

　

ナ
ン
デ
ィ
さ
ん
と
玄
洋
社
記

念
館
の
橋
渡
し
役
を
果
た
し
た

の
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
の
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
者
、

石
黒
浩
教
授
（
44
）。

　

石
黒
教
授
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
に
留
学
中
の
共
同
研
究

者
が
ト
リ
ベ
リ
さ
ん
だ
っ
た
。

ト
リ
ベ
リ
さ
ん
は
、
ま
だ
イ
ン

ド
に
い
る
こ
ろ
、
龍
丸
の
植
樹

　

中
国
現
代
史
の
分
野
な
ど
で

活
発
な
著
述
活
動
を
す
る
譚
璐

美
（
た
ん
・
ろ
み
）
さ
ん
が
、

昨
年
十
月
二
十
六
日
、
新
潮
社

「
新
潮
新
書
」
の
三
重
博
一
編

集
長
ら
編
集
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
玄
洋
社
記
念
館
を
訪
れ
た
。

　

譚
さ
ん
の
父
、
譚
覚
真
さ
ん

（
一
九
〇
九
─
二
〇
〇
一
）
は
、

戦
時
中
、
南
京
国
民
政
府
駐
日

大
使
館
部
長
な
ど
を
務
め
た
外

交
官
で
、
終
戦
後
も
日
本
に
住

み
日
中
問
題
研
究
に
専
念
し
た

人
。玄
洋
社
記
念
館
の
創
設
者
、

故
進
藤
一
馬
先
生
と
親
交
が
あ

り
、
東
京
で
は
進
藤
先
生
主
宰

の
青
年
の
勉
強
会
「
励
志
会
」

と
交
流
。
昭
和
五
十
六
年
に
は

「
福
岡
励
志
会
」
の
招
き
で
来

福
、講
演
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

璐
美
さ
ん
の
、
こ
の
日
の
来

館
の
目
的
は
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
日
中
近
代
史
を
テ
ー
マ
に

し
た
著
作
活
動
の
た
め
の
取

材
。展
示
室
を
熱
心
に
見
学
し
、

孫
文
に
関
す
る
書
状
類
を
書
き

写
す
な
ど
し
て
い
た
。

　

記
念
館
が
保
存
し
て
い
る
覚

真
さ
ん
の
講
演
テ
ー
プ
を
聴
い

て「
父
の
緊
張
し
た
声
で
す
ね
」

と
ほ
ほ
え
ん
で
い
た
。

　

三
重
編
集
長
ら
は
、
記
念
館

の
資
料
は
「
す
ご
い
」
の
一
語

に
尽
き
る
、
と
い
い
「
玄
洋
社

の
再
認
識
、
再
評
価
が
必
要
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

　

杉
山
龍
丸
（
大
正
八
─
昭
和

六
十
二
年
）
は
作
家
、
夢
野
久

作
（
本
名
、
杉
山
泰
道
）
の
長

男
で
、
政
財
界
の
黒
幕
と
い
わ

れ
、
ア
ジ
ア
の
独
立
運
動
も
支

援
し
た
玄
洋
社
社
員
、
杉
山
茂

丸
の
孫
に
当
た
る
。
戦
前
は
陸

　

平
成
十
九
年
度
の
「
福
岡
ア
ジ
ア
文
化
賞
・
大
賞
」
を
受
賞
し

た
イ
ン
ド
の
社
会
・
文
明
評
論
家
、
ア
シ
シ
ュ
・
ナ
ン
デ
ィ
さ
ん

（
70
）
が
、
昨
年
九
月
十
六
日
、
授
賞
式
出
席
の
た
め
来
福
し
た

の
を
機
会
に
玄
洋
社
記
念
館
を
訪
れ
た
。「
杉
山
龍
丸
の
ル
ー
ツ

に
会
う
」
た
め
の
来
館
だ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
の
独
立
を
支
援
し
た

玄
洋
社
の
活
動
を
知
っ
て
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
様
子
だ
っ
た
。

事
業
を
手
伝
っ
て
い
た
。

　

イ
ン
ド
で
「
グ
リ
ー
ン
・
フ

ァ
ー
ザ
ー
」
が
話
題
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、ト
リ
ベ
リ
さ
ん
が
、

日
本
に
戻
っ
て
い
た
石
黒
教
授

に
「
グ
リ
ー
ン
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
」

の
家
族
を
捜
し
て
ほ
し
い
と
依

頼
。
石
黒
教
授
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
満
丸
さ
ん
を
捜
し
出
し

た
。
平
成
十
四
年
六
月
、
福
岡

市
の
福
岡
ド
ー
ム（
現
、ヤ
フ
ー

ド
ー
ム
）
で
開
催
さ
れ
た
二
足

「杉山龍丸のルーツに会いたい」

福岡アジア文化賞受賞者

歩
行
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
世
界
大
会
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ

２
０
０
２
福
岡
・
釜
山
」
に
石

黒
教
授
の
チ
ー
ム
が
出
場
。
そ

の
際
に
石
黒
教
授
と
満
丸
さ
ん

は
直
接
の
対
面
を
し
た
。

　

ア
ジ
ア
賞
受
賞
に
伴
う
ナ
ン

デ
ィ
さ
ん
の
来
福
が
決
ま
り
、

満
丸
さ
ん
は
杉
山
家
ゆ
か
り
の

場
所
と
し
て
玄
洋
社
記
念
館
を

選
び
案
内
し
た
。

　
「
福
岡
ア
ジ
ア
文
化
賞
」
は
、

福
岡
市
の
主
催
で
ア
ジ
ア
の
文

化
の
保
存
と
創
造
に
貢
献
し
た

個
人
、
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
。

十
八
回
目
の
昨
年
は
、
ナ
ン
デ

ィ
さ
ん
ら
四
人
に
贈
ら
れ
た
。

　

最
高
賞
の
「
大
賞
」
を
受
け

た
ナ
ン
デ
ィ
さ
ん
は
、
非
暴
力

主
義
の
信
念
に
基
づ
い
て
政
治

問
題
、
民
族
紛
争
を
分
析
し
、

人
類
の
共
存
に
つ
い
て
提
言
し

続
け
て
き
た
活
動
が
評
価
さ
れ

た
。

展示室で満丸さん（右端）の説明を聞く（左へ）トリベリさん、
ウマ・アシシュ夫人、ナンディさん、通訳

日
中
近
代
史
テ
ー
マ
に
取
材

　

譚　
璐
美
さ
ん
が
来
館

来
館
し
た
譚
璐
美
さ
ん

岳風会副理事長が来館
　社団法人「日本詩吟学院岳
風会」（総本部・東京飯田橋）
の木部岳圭副理事長が福岡岳
風会の中村燿岳副会長らご一
門と昨年十月七日、来館され
た。
　このほど完成した「岳風会
七十年史」と頭山満翁夫妻が
仲人をした同会の祖宗範・木
村岳風師の昭和十年の結婚式
の写真㊤を寄贈された。
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オ
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企
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玄　　　　　　　　　洋（５）平成２０年１月１日 第　９９　号

賛
助
会
員
芳
名
録
１９
年
11
月
４
日
現
在

（
敬
称
略
）

　

▼
法
人
の
部

　

【
三
万
円
】

㈱
コ
コ
シ
ス　
　

（
福
岡
市
）

平
野
神
社　
　
　

（　

同　

）

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
㈱
（　

同　

）

　

▼
個
人
の
部

　

【
三
万
円
】

花
田　
　

勲　
　

（
東
京
都
）

　

【
二
万
円
】

柴
田　

繁
一　
　

（
福
岡
市
）

　

【
一
万
円
】

久
保　

康
憲　
　

（
彦
根
市
）

矢
野
庄
一
郎　
　

（
横
浜
市
）

小
林　

直
貴　
　

（　

同　

）

西
方　
　

忍　
　

（
福
岡
市
）

牧　
　

昭
三　
　

（
福
津
市
）

田
北　

利
藏　
　

（
福
岡
市
）

川
辺　

俊
幸　
　

（　

同　

）

矢
島　

隆
夫　
　

（
川
越
市
）

堺　
　

憲
一　
　

（
福
岡
市
）

田
中　

久
也　
　

（　

同　

）

別
府　

正
覚　

（
太
宰
府
市
）

平
賀　

忠
彦　

（
猪
名
川
町
）

高
木　

博
晴　
　

（
福
岡
市
）

池
田　

一
夫　
　

（　

同　

）

土
肥　

國
夫　
　

（　

同　

）

宇
都
宮
教
弘　
　

（
横
浜
市
）

　
　
　
　
　

＊

平　成　2 0　年　 元  旦 
子

　

福
岡
市
の
博
多
埠
頭
か
ら
約

十
八
キ
ロ
。
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ

玄
界
島
は
平
成
十
七
年
三
月
二

十
日
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
で

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
島

の
納
骨
堂
敷
地
内
に
は
、
藩
論

を
尊
皇
に
導
こ
う
と
奔
走
し
、

斬
首
さ
れ
た
福
岡
藩
士
、
堀
六

郎
と
齋
田
要
七
の
墓
が
あ
る
。

　

島
の
戦
没
者
遺
族
会
世
話

人
、
上
田
勇
さ
ん
（
64
）
は
、

地
震
で
家
を
破
壊
さ
れ
、
緊
急

避
難
場
所
の
福
岡
市
九
電
記
念

体
育
館
を
経
て
、
現
在
は
同
市

中
央
区
港
二
丁
目
の
福
岡
船
泊

「
か
も
め
広
場
」
に
設
置
さ
れ

た
島
の
被
災
者
の
た
め
の
仮
設

住
宅
に
住
ん
で
い
る
。

　

被
災
か
ら
こ
の
二
年
半
の
間

も
、
上
田
さ
ん
は
二
人
の
烈
士

の
墓
の
供
養
を
欠
か
さ
な
か
っ

た
。
春
、
秋
の
彼
岸
と
盆
、
正

月
に
、
上
田
さ
ん
は
花
と
線
香

を
携
え
て
仮
設
住
宅
か
ら
島
に

渡
り
二
烈
士
の
墓
に
供
え
た
。

妻
道
子
さ
ん
（
64
）
も
同
行
し

て
、
墓
の
周
辺
を
掃
除
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

二
烈
士
の
供
養
は
、
玄
洋
社

記
念
館
の
創
設
者
、
進
藤
一
馬

先
生
と
先
生
主
宰
の「
励
志
会
」

を
中
心
に
昭
和
三
十
二
年
か
ら

進
藤
先
生
が
亡
く
な
る
二
年
前

の
平
成
二
年
ま
で
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
、
上
田
さ
ん
が
、

納
骨
堂
の
戦
没
者
忠
霊
塔
で
遺

族
と
慰
霊
祭
を
す
る
際
に
、
自

主
的
に
二
烈
士
の
供
養
も
し
て

き
た
。
地
震
で
慰
霊
祭
の
方
は

一
時
中
断
し
て
い
る
が
、
上
田

さ
ん
は
個
人
で
二
烈
士
の
供
養

を
続
け
た
。

　

上
田
さ
ん
は
平
成
十
六
年
ま

で
、
市
営
渡
船
・
玄
界
航
路
の

船
長
を
務
め
た
。
道
子
さ
ん
の

父
、
浜
田
亀
七
さ
ん
は
進
藤
先

生
の
熱
心
な
支
援
者
だ
っ
た
。

今
年
三
月
に
は
、
島
に
完
成
す

る
市
営
住
宅
に
入
居
す
る
予

定
。「
島
に
戻
っ
た
ら
供
養
も

本
格
的
に
し
な
け
れ
ば
」
と
上

田
さ
ん
。

　

昨
年
十
月
三
十
日
、
地
震
被

害
の
復
興
状
況
視
察
で
福
岡
市

を
訪
問
さ
れ
た
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
は
「
か
も
め
広
場
」
に
も

お
い
で
に
な
っ
た
。両
陛
下
は
、

お
出
迎
え
し
た
上
田
さ
ん
に
も

「
大
変
で
し
た
ね
」
と
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
お
か
け
に
な
っ

た
。
両
陛
下
の
お
心
遣
い
に
、

上
田
さ
ん
は
感
動
し
た
と
い

う
。

玄界島・勤皇２烈士の墓

仮設住まいでも供養続ける

地震被災の上田勇さん

上田勇さん＝仮設住宅の前で

地震の被害は免れた２烈士の
墓。壊れたブロック塀のあとに
木製のフェンスが新調された



参
り
ま
し
た
。
地
元
、
福
岡
在

住
の
身
で
あ
り
な
が
ら
全
く
不

勉
強
で
、
見
る
も
の
、
聞
く
も

の
、
感
じ
る
も
の
の
す
べ
て
に

強
い
衝
撃
と
感
動
を
受
け
た
次

第
で
す
。

　

日
本
の
国
に
生
ま
れ
な
が

ら
、
日
本
人
と
し
て
生
き
て
ゆ

く
こ
と
が
な
か
な
か
確
立
で
き

な
い
昨
今
、
我
々
若
者
が
し
っ

か
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思

い
知
ら
さ
れ
た
気
が
い
た
し
ま

す
。

　

今
、
こ
う
し
て
感
想
を
書
い

て
い
る
だ
け
で
不
思
議
と
心
が

落
ち
着
き
ま
す
。
次
は
友
達
を

連
れ
て
訪
ね
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

日
本
が
日
本
で
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
揺
れ

動
い
て
い
る
さ
な
か
、
ま
た
、

真
の
ア
ジ
ア
と
の
友
好
が
望
ま

れ
て
い
る
と
き
、
玄
洋
社
の
人

々
の
意
志
と
行
動
に
接
し
て
大

変
、
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
東
京
都
・
45
歳
・
男
性
）

　
　
　
　
　

■

　

玄
洋
社
の
男
た
ち
の
雰
囲
気

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
一

人
で
い
て
も
寂
し
く
な
い
男
」

で
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
愛
知
県
知
立
市
・
30
歳
・
男

性
）

　
　
　
　
　

■

　

例
祭
の
と
き
記
念
館
の
こ
と

を
聞
き
及
び
、
本
日
、
初
め
て

（
福
岡
県
太
宰
府
市
・
学
習
塾

職
員
・
35
歳
・
男
性
）

　
　
　
　
　

■

　

新
聞
の
特
集
や
本
で
玄
洋
社

に
つ
い
て
知
り
、
地
元
に
長
年

住
み
な
が
ら
全
く
そ
の
存
在
に

つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

驚
く
と
同
時
に
、
そ
の
果
た
し

た
役
割
の
大
き
さ
や
社
風
、
一

人
ひ
と
り
の
人
柄
に
畏
敬
の
念

を
覚
え
ま
し
た
。
彼
等
先
人
た

ち
が
同
郷
の
方
々
で
あ
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

戦
後
六
十
余
年
を
経
て
、
今

の
日
本
の
状
況
を
憂
え
て
お
ら

れ
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
地

元
で
教
壇
に
立
つ
者
の
一
人
と

し
て
、
彼
等
の
業
績
を
少
し
で

も
後
世
に
伝
え
て
い
く
役
割
を

担
え
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
資
料
館
を
残

し
、
維
持
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方

々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
福
岡
県
春
日
市
・
教
員
・
38

歳
・
男
性
）

　
　
　
　
　

■

　

と
て
も
よ
い
、
し
か
も
分
か

り
や
す
く
貴
重
な
資
料
を
見
る

こ
と
が
出
来
て
満
足
し
ま
し

た
。
ま
た
、
福
岡
に
寄
っ
た
際

に
う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
33
歳
・
男
性
）

　
　
　
　
　

■

　

東
大
入
試
問
題
の
日
本
史
を

解
い
て
、
少
し
詳
し
い
本
を
読

ん
で
、
初
め
て
頭
山
満
の
こ
と

を
知
り
、
図
書
館
の
本
を
見

て
、
記
念
館
に
来
ま
し
た
。

　

貴
重
な
資
料
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
福
岡
市
・
19
歳
・
予
備
校
生
・

男
性
）

　
　
　
　
　

■

　

資
料
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い

裏
側
の
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き

て
大
変
興
味
深
く
、
か
つ
深
く

玄
洋
社
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

資
料
を
通
し
て
、
頭
山
満
を

は
じ
め
と
し
た
玄
洋
社
の
人
々

の
生
き
方
や
考
え
方
を
、
と
て

も
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し

た
。
今
、
自
分
に
ど
れ
だ
け
の

情
熱
が
あ
る
か
、
情
熱
を
燃
や

す
対
象
が
あ
る
の
か
、
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
か
ら
、
理
想
を
語
り

合
え
る
友
、
男
同
士
の
団
結
と

い
っ
た
も
の
に
憧
れ
を
感
じ
ま

す
。

　

今
、
自
分
が
置
か
れ
て
い
る

立
場
で
、
ど
れ
だ
け
の
情
熱
を

注
げ
る
か
、
そ
れ
を
写
真
の
人

た
ち
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
気
分
で
し
た
。

　

今
日
、
こ
の
玄
洋
社
記
念
館

を
訪
問
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の

生
活
や
仕
事
を
、
も
っ
と
情
熱

を
持
っ
て
や
り
と
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
の
祖
父
母
の
時
代
に
、

こ
ん
な
に
美
し
く
人
生
を
生
き

た
人
た
ち
が
い
た
日
本
を
誇
り

に
思
い
、
そ
れ
に
負
け
な
い
よ

う
一
生
懸
命
生
き
て
い
き
た
い

で
す
。

（
愛
知
県
常
滑
市
・
33
歳
・
中

学
教
諭
・
男
性
）

　
　
　
　
　

■

　

近
代
日
本
が
発
展
す
る
過
程

に
お
い
て
、
玄
洋
社
の
果
た
し

た
役
割
は
多
大
な
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

自
分
も
及
ば
ず
な
が
ら
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
自
ら
を
律
し
、

身
を
殺
し
て
仁
を
成
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
大
阪
市
・
技
術
者
・
35
歳
・

男
性
）

　
　
　
　
　

■

　

感
動
を
表
現
す
る
言
葉
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
玄
洋
社
に
集

う
人
々
の
生
命
力
と
意
志
の
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
京
都
市
・
21
歳
・
大
学
生
・

女
性
）

　
　
　
　
　

■

　

以
前
、
冊
子
に
あ
っ
た
玄
洋

社
の
特
集
を
読
み
、
玄
洋
社
記

念
館
に
一
度
、
足
を
運
び
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

玄
洋
社
社
員
の
方
々
の
熱
い

志
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
福
岡
県
太
宰
府
市
・
33
歳
・

造
園
業
従
業
員
）

玄　　　　　　　　　洋平成２０年１月１日 第　９９　号（６）

　

博
多
の
総
鎮
守
と
し
て
市
民

に
親
し
ま
れ
る
福
岡
市
博
多
区

上
川
端
町
の
櫛
田
神
社
は
、
日

本
三
大
祇
園
祭
の
一
つ
「
博
多

祗
園
山
笠
」
が
奉
納
さ
れ
る
神

社
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
。

　

楼
門
前
か
ら
博
多
の
メ
ー
ン

ス
ト
リ
ー
ト
「
大
博
通
り
」
ま

で
の
表
参
道
約
二
百
㍍
は
、
明

治
三
十
五
年
ご
ろ
、
玄
洋
社
社

員
、
平
岡
浩
太
郎
、
大
野
仁
平
、

児
島
哲
太
郎
の
三
先
覚
の
寄
付

に
よ
っ
て
完
成
し
た
。

　

地
元
の
人
々
が
参
道
建
設
に

取
り
組
ん
だ
が
、
楼
門
ま
で
約

百
二
十
㍍
を
残
し
た
と
こ
ろ
で

土
地
の
買
収
資
金
に
窮
し
頓
挫

し
た
。三
先
覚
は
窮
状
を
知
り
、

足
り
な
い
資
金
の
全
額
を
寄
付

し
た
。

　

楼
門
か
ら
約
二
十
㍍
の
所
に

あ
る
櫛
田
神
社
駐
車
場
に
、
道

路
に
面
し
て
三
先
覚
を
顕
彰
す

る
高
さ
約
一・
五
㍍
の
記
念
碑

が
あ
る
。
氏
子
代
表
な
ど
参
道

建
設
の
世
話
人
二
十
四
人
が
建

て
た
。
記
さ
れ
た
道
路
建
設
の

経
緯
の
中
に
、
三
先
覚
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
に
じ
み
出
て
い

る
。

　

先
ご
ろ
、
参
道
の
改
良
工
事

が
行
わ
れ
完
成
し
た
。
そ
れ
ま

で
、
前
を
通
っ
て
も
あ
ま
り
気

づ
か
な
か
っ
た
碑
が
、
前
面
の

側
溝
蓋
が
新
し
く
な
っ
た
り
、

参
道
と
碑
の
土
台
と
の
段
差
が

小
さ
く
な
っ
た
せ
い
で
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　

櫛
田
神
社
は
福
岡
の
三
社
参

り
で
は
欠
か
せ
な
い
神
社
の
一

つ
。
初
詣
で
の
つ
い
で
に
、
碑

文
を
読
ん
で
先
覚
の
器
の
大
き

さ
に
接
し
て
み
て
は
如
何
。

　
（
写
真
は
三
先
覚
を
顕
彰
す
る

記
念
碑
）

　
　

お
知
ら
せ　

連
載
「
玄

　

洋
社
関
係
史
料
の
紹
介
」

　

は
都
合
に
よ
り
休
載
し
ま

　

す
。

先覚の写真が来館者を迎える玄洋社
記念館の展示室

先
覚
の
参
道
寄
付
記
念
碑

初
詣
で
の
折
に

 

ご
覧
く
だ
さ
い

来
館
者
の声
　

玄
洋
社
記
念
館
に
来
館
さ

れ
た
方
々
の
感
想
文
の
一
部

で
す
。
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。


